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観光戦略課   
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第１回珠光茶会の開催について 

～茶の湯の華開く 奈良の都～ 

 

 第１回珠光茶会の開催概要がまとまりましたので、資料提供いたします。 

 

１．珠光茶会開催の意義 

 

 「わび茶」は、室町時代の茶人で奈良出身である珠光が創始し、利休が大成させて全

国に普及したと言われている。現在の茶道の源流とも言える奈良のお茶文化に触れて

いただき、凛とした冬の古都の味わいを活かして、お茶会を開催する。 

 

 三千家が一堂に会し、奈良市内の世界遺産を含む七社寺や、歴史的な町並みが残る「な

らまち」のお茶室を会場として開催するお茶会とする。 

 

 期間中は、お茶席だけでなく、お茶に関するシンポジウムや「ならまち」でのエクス

カーションなども開催し、お茶文化を広く紹介する。 

 

 普段から本格的にお茶に親しんでいる方だけでなく、お茶に親しむ機会の少ない市民

や観光客の方など、幅広い層にお茶に親しんでいただき、奈良におけるお茶文化の裾

野を広げていく。 

 

 

２．開催日 平成２６年２月１２日（水）～２月１６日（日） （５日間） 

       午前９時～午後４時 

      ※詳細日程は別添のとおり 

 

３．会 場 ・奈良市内七社寺 

（春日大社、元興寺、西大寺、大安寺、唐招提寺、東大寺、薬師寺） 

・「八窓庵（奈良国立博物館内）」「名勝大乗院庭園文化館」 

・「ならまち」 

 

４．主 催 珠光茶会実行委員会  

（七社寺の代表と奈良市長で構成/奈良市・奈良市観光協会が事務局を担当） 



 

５．参加茶道流派 

    表千家、裏千家、武者小路千家、遠州流 

 

６．予定来場者数 

    約４，０００名 

 

７．珠光茶会の構成 

   【お茶席】七社寺、「ならまち」界隈のお茶室で、お茶や点心を実施。 

   【特別展】「ならまち」にて、お茶道具や、奈良の伝統工芸品、歴史ある貴重な大

工道具などを特別展示。 

   【シンポジウム】 

期間の中日である２月１４日に、お茶文化に造詣の深い熊倉功夫氏や 

有馬賴底氏、神津朝夫氏を招いてのシンポジウムを開催。 

   【エクスカーション】 

「ならまち」で実施されているお茶席や特別展を、観光ボランティアガ

イドの案内で散策しながら、奈良の文化に深く触れていただくガイドツ

アーを実施。 

 

８．お茶券の種類 

   【５，０００円券】 

・２月１２日、１３日、１５日、１６日（各３００枚） 

・「お茶席（３席分）」「点心席」「社寺拝観」「お茶席巡回バス乗車」 

   【３，０００円券】 

     ・２月１４日（３００枚） 

     ・「お茶席（東大寺１席分）」「点心席」「シンポジウム入場」「東大寺拝観」 

   【１，０００円券】 

     ・２月１２日（４００枚）、１３日（８５０枚）、１４日（８００枚）、 

１５日（４００枚）、１６日（４００枚）／会場は日ごとに設定 

・「お茶席（１席分）」「会場見学・拝観」 

※ 七社寺以外では、「八窓庵（奈良国立博物館内）」（１３日）、「名勝大乗院庭 

  園文化館」（１５日・１６日）の１，０００円券を販売。 

 

９．お茶券の販売 

   【期間】平成２５年１２月４日（水）～平成２６年２月５日（水） 

       受付時間：午前９時～午後５時 

休館日：平成２５年１２月１０日・１７日・２４日、 

１２月２８日～平成２６年１月４日、 

１月７日・１４日・２１日・２８日、２月４日 



   【方法】電話申込み／窓口受付 

   ※ １２月４日予約受付開始、お茶券の発送・窓口販売は１２月１８日（水）から 

   【場所】なら１００年会館 

        ℡：０７４２－３４－０１１１ 

        〒630-8121 奈良市三条宮前町７－１（JR 奈良駅西口すぐ） 

 

１０．シンポジウムの概要 

【日時】２月１４日（金） 午後１時～午後３時 

【場所】東大寺総合文化センター 金鐘ホール （３００席） 

【内容】「奈良の茶の湯 ～日本のおもてなし文化～」 

≪第１部 基調講演≫ 

        〇 熊倉 功夫氏 （静岡文化芸術大学学長） 

       ≪第２部 パネルディスカッション≫ 

        〇 パネリスト（予定）：有馬 賴底氏 （臨済宗相国寺派管長） 

神津 朝夫氏 （帝塚山大学講師） 

熊倉 功夫氏 （静岡文化芸術大学学長） 

        

                  



別 添 【詳細日程】 

 会場 2/12（水） 2/13（木） 2/14（金） 2/15（土） 2/16（日） 

春日 

大社 
桂昌殿 

武・① 

（300名） 

武・① 

（300名） 
   

本席 

300名

 本席 

300名

 

元興寺 

泰楽軒 

＆ 

禅室広間 

遠・②＆③ 

（400名） 
    

本席 

300名

一般席 

100名 

西大寺 

奥書院 

（本坊内） 

＆ 

光明殿 

表・②／大茶盛 

（600名） 

大茶盛 

（600名） 

大茶盛 

（600名） 

表・②／大茶盛 

（600名） 

表・②／大茶盛

（600名） 

本席 

300名

大茶盛 

300名 
 

大茶盛

600名
 

大茶盛

600名

本席 

300名 

大茶盛 

300名 

本席 

300名

大茶盛 

300名 

大安寺 会館    

裏・② 

（300名） 

裏・② 

（300名） 

本席 

300名 

 本席 

300名

 

唐招提

寺 

本坊 

＆ 

萩の間 

    

表・① 

（300名） 

本席 

300名

 

東大寺 集会所  

裏・② 

（500名） 

裏・② 

シンポジウム 

（500名）   

本席 

300名

一般席

200名

本席 

300名

一般席

200名

薬師寺 
まほろ

ば会館 
 

遠・② 

（300名） 
 

裏・① 

（300名） 
 

本席 

300名

 本席 

300名 

 

その他 
 

 
八窓庵・② 

（一般席 50名）
 

大乗院・② 

（一般席 100名） 

大乗院・② 

（一般席 100名） 

点心席 

会場 

 西大寺 

（興正殿） 

東大寺 

（本坊大広間）

東大寺 

（本坊大広間）

西大寺 

（興正殿） 

西大寺 

（興正殿） 

 

【凡例】 

「表」：表千家 ／ 「裏」：裏千家 ／ 「武」：武者小路千家 ／ 「遠」：遠州流 

「①」：濃茶席（畳上） ／ 「②」：薄茶席（畳上） ／「③」：薄茶（立礼席）  

赤枠：5,000円券 緑枠：3,000円券 青枠：1,000円券 


